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授業の目的及びテーマ

(1) 情報サービスの種類と特性：情報サービスの種類、それらの内容と意義を理解する。(2) レファレンスサービス：レファ
レンスサービスの定義と意義を知り、サービスの内容について具体的に理解する。また、レファレンスプロセスとレファレ
ンスインタビューについて理解する。(3) 情報検索サービス：情報検索サービスの内容、およびデータベース検索のしくみ
について理解する。

授業概要

現代の図書館では、利用者の情報ニーズをふまえた多様な情報サービスが提供されている。本科目では、図書館における情
報サービスの種類と内容を述べるとともに、実際にサービスを提供するために必要な知識と技能について詳述する。おおま
かには、以下の内容を学び、理解することが必要である。(1) 図書館サービスにおける情報サービスの位置づけとその意義、
(2) 情報サービスの種類およびそれらの内容と意義、(3) レファレンスサービスの内容の詳細とレファレンスプロセス、レ
ファレンスインタビュー、(4) 情報サービスで用いられる情報源の種類と特性、(5) 情報検索サービスの内容とデータベース
検索のしくみ、(6) 課題解決型サービス（ビジネス支援サービス、健康・医療情報サービス、法律情報サービスなど）の内容
と意義、(7) 情報リテラシー教育の内容と方法、意義

授業計画

第 1 回： 情報サービスとは何か、現代の図書館における情報サービスの意義

第 2 回：情報サービスの種類と特性 (1) レファレンスサービス

第 3 回：情報サービスの種類と特性 (2) レフェラルサービス、カレントアウェアネスサービス

第 4 回： 情報サービスの種類と特性 (3) 利用案内 / 利用指導、情報リテラシー教育 

第 5 回：情報サービスの種類と特性 (4) 地域情報の提供 / 発信サービス、コミュニティ情報サービス、案内・紹介サービス 

第 6 回： 情報サービスの種類と特性 (5) 課題解決型サービス

第 7 回：レファレンスプロセス (1) 利用者の情報ニーズと情報探索行動

第 8 回： レファレンスプロセス (2) 質問の明確化とレファレンスインタビュー

第 9 回：レファレンスプロセス (3) 検索戦略の構築：検索質問の分析、情報源の選択、検索語の選定、検索式の作成

第 10 回：レファレンスプロセス (4) 検索の実行、回答の提供と評価

第 11 回：情報検索サービス (1) データベース構築：索引語の付与、自然語と統制語、シソーラス 

第 12 回： 情報検索サービス (2) データベース検索：データベースの検索機能

第 13 回： 情報検索サービス (3) データベース検索：検索結果の評価と回答の評価、再現率と精度

第 14 回： レファレンスサービスにおける情報源の種類と特性 (1) 事実検索の情報源と文献検索の情報源、
辞書・事典の種類と特性

第 15 回： レファレンスサービスにおける情報源の種類と特性 (2) 人物関係の情報源の種類と特性
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